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　　　，i人工衛星共通技術の分野）・

研究項目：太陽発電衛星技術に関する調査研究
､究機関等名：工業技術院ニューサンシャイン計画推進木部

年　度 ，　　　平成3年度～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

予算額
、

7 最　終　目　標 備　　考

（千円） 29，017 20，000 ノ

事項
’

宇宙発電システム
ﾉ関する調査研究

@　　　　　「

　平成3年度は太陽発電システムに関し、地球環
ｫへの影響、技術的可能性、経済性等に関する調
ｸ研究を行った。

@平成4年度は前年度に引き続き、太陽発電シス
eムに関レ、地球環境への影響、技術的可能性、

　前年度に引き続き、太陽発電シス
eムに関し、地球環境への影響、技
p的可能性、経済性等に関する調査
､究を行った・

f

　太陽エネルギーを安全か
ﾁ効率的に電気エネルギー
ﾉ変換し、そのエネルギー
�}イクロ波で送電する宇
?ｭ電システムについて調
ｸ・研究を行う。

5年度終了

経済性等に関する調査研究を行った。
重

し

t

’

ε

’
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’
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’
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、
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6．宇宙輸送の分野
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〃〃　発　項 口；字11f往還輪送及術の｛班究（1／2）
，

筏 ，

研究機関名編：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

年　度
口召不H62イF～∫Fニノ或；4　勾三度実写」「f 平成5年度実家 平成6　年度計画

噌　予算額
@　　　　　（千円）

仁
最　　終　　目　標 備　　　　考

駈 げ

事 項 1，281，113 485，342・ 590，849 、

1． 宇宙往還システムの研究 宇宿往還システムの成立性評価
　　“　　　　　　　ズ

Xペースプレーンの成立四脚 SSTO（単三）方式スペー 宇宙往還輸送機に関する要素技

に必要な基木ソフトウェアの整 価解析ツール（3次元剛体巡1助 スプレーンの成立性評ll斯ならび 術の研究成果を発展させ、将来に
備、データベース構築等を行うと 解析及びシステム形態解析評価 に三次元解析のデータベース蛮 備えた宇宙往還システムの基盤技
ともに、ステージング方式エアブ ツール）の整備を進め、単三再 成の一環として、現リファレン 術の確立に資する。

も・ リージングエンジン等のトレード 冷川型スペースプレーン形態の スコンセプト模型による極超音
オフスタディを含むスペースプレ 明確化のためのシステムズタデ 速試験（M＝10）を実施し、
一ン概念の検討及び技術実証方式 イ、各要素技術研究の成果を統 必要なデータの取得を行うとと
の検討推進するとともに、空力／ 合・整理したデータベースの整 もに、スペースプレーン評価・
エンジンー体化、環境適合化に係 備を行った。 解析ツールの整備を進める。

「

る要素技術のシステム化研究を行 また推進システム性能の向上
つた。 に向けてヒートリカバリー方式

’ に係る熱マネージメント解析
，

等、要素技術のシステム化研究
咽

♂

を行う。

2． 推進系技術の研究 エアブリージングエンジンシス 前年度までのエァブリージン エアブリージングエンジンシ 離陸からマッハ数12以上の極 木研究に関連して平
テムの概念検討を前年度に引き翻乙 グエンジンシステムの概念検討 ステムの概念検，け、全体システ 超三三域までの飛行を可能とする 成元年度から1用回した
き進めた。 に引き続き、全体システムの設 ムの設計、一部三三要素の設計 エアブリージングエンジン等に関 ラムジェットエンジン
加熱測定技術については実在気体 計及び一部構成要素の設計製作 製作を進める。 する技術を確立する。 試験設備の整備は平成

、 効果（解離）も含んだ空力加熱測 に着手した。 5年度を持って完了し
定と熱防御試験を行った。また軌 た。

M 道導翁人実験機のブラックアウト
発生を予知するプラズマ計測用セ 戸

ンサの小型模型を開発した。 些

軍 、

高速機懇望アブリージン システム研究用サブスケールエ マッハ5回忌ンテーク模型の 超音速可変インテーク及び可
グエンジン関係 ンジンの基本設計を行うととも 高性能化、噴流保炎ラム燃焼器

変ノズルの改良試験、噴流保炎　　　’

に、各工ン’ジン要素について、マ の摸型試験、複合材製ブレード 型ラム燃焼器の短縮化試験、複

ッハ3及び5の超音速インテーク の試作、カーボン／カーボン複 合材部品の試作を行うととも
、

、 模型の風洞試験、熱交換器模型試 合材の適π］性評価試験を行うと に、エンジンシステム開発に向
’ 験、高温水素ラム燃焼器の模型試 ともに、エンジンシステム設計 けた複数空窓醐の結合に関する

＼

験及び回転空力要素試験等を進め 検討を行った。 試作試験に着手する。
た。 ㌦

’また、カーボン／カーボンなど
ド

の耐熱複合材の部材適川について ’

’ の技術的知見を得るため、各種素
5 材の高温強度試験を行った。

5
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　　　　　　　」
J発項 自：宇宙往還輸送技術の研究（2／2）

「　　’
亀

、

研究機関名等：科学技：術庁 航空宇宙技：術研究所

　　　　年　度

¥算額

　∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

ｺ和62年～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画 竣　終　目　標 備　　　　考

（千円）

事　項
P

1

ラム／スクラムジェット

Gンジン関係

　多重モード推進システムのシミ
?戟[ション技術の研究、エンジ
梼蝸v構成要素の模型及び冷却構
｢模型等の試作試験を行いスクラ
?Wェットエンジンの基盤技術の

　主要エンジン要素に関する研

?�iめた。水冷サブスケール
Gンジンの試作を完了し、平成
T年度完成したラムジェットエ
塔Wン試験設備を旧いて総合性

　スクラムジェットエンジン要
f技術に関して引き続き性能向
繧ﾌ研究を進める。サブスケー　　　　　伽ルエンジンについては総合性能

詞ｱを継続し、性能向上に努め

　宇宙往還機を最適な軌道に沿っ
ﾄ飛行させる制御技術及び自動・
投u着陸技術の確立に資する。
ﾜた、着陸に必要な航法技術及び
ｩ動着陸技術の実証を行う。

㌧ 研究を行った6 能試験に蔚回した。 る。さらに、　「通水冷却エンジ ’

さらに要素技術研究の技術検証 ン設計ゴに漕手する。

のためのサブスケールスクラムエ
ンジシの試作を進めた。　　　　，

炉

、

㌧

“

，

f　　　　　5
邑 　　　　　ρu

髪　　　　撃

♂

’　　　　　、

　　　　　　　　’
A

1

覧

■

r

ア

　　　　　’u

」

亭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

㌦

i

停

’　　　　　　　　　　　1
，

9

1 ｝

、

「

ず

’

匹　薯

　　　　｛

I

　　　　　　　　’l

淋 、

以〃　発　加　　£∬ご’ア」存そ’還∫支存ノ」孟べ十三の〃f究　’

裏

覧

研．究機関名等’：恐く芦望郷∫ノア 航空宇宙技：術研究所

＼漏∴度
C事；s：◎

　　　　　＼
@　　　　　　　　　　、
�宴C不ll　52イF～∫F∬戊　4　イ1三ノ三二実ね「i 平成5年度実績！ 平成6年度計画

最　終　　口　標 備　　　　考

124．000’ ，

システム設計等 平成6年度新規事項 同左　　　　　　ズ 宇宙往還技：術試験機の開発に 無人有興往還機の開発技術基盤
）

（関連研究：宇宙往還愉送技術の
」

適用可能な空力加熱推算モデル の確立を口的として、H－IIロケ

｛

‘　　　　　　　　で

研究）
「 確立のためOREXデータを解
ﾍする。　　　　、
@また宇宙往還技術試験機の帰

ットにより打ち上げられ、弾道飛

s、再突入を経て蔚回する無人の
ﾀ験機により宇宙往還技術試験を

還フェイズ飛行を管理する研究 実施する。

ρ に着手するとともに空力、構
F

造、誘導制御、軌道：制御用工ン

’

ジ’

刀ACFDの各分野におい
r

卜

「

て、設計課題の研究を行う。
ζ

r　　I
’

f

’　　　　　　1

小型自動着陸実験 平成6年度新規事項 同左　　　　　　、 実験機開発及び飛行実験準備 宇宙往還技術試験に必要な無
｝ （関連研究：宇宙往還回送技術の の一環として、飛行制御系の設 人、無推力機の蔚陸技術を確立す

研究），　「　　　　亀 計試験、動的空力特性を調べる ることを目的として、ネ千三地回彷
§

〆
　　　　　　　　　　」
f

風洞試験、及び飛行実験川の迫 にてヘリコプタより投入され、自
㍉　　事

司 「 尾システム並びに解析システム 動着陸する小型実験機を開発し、
麹 「　　　　　　　　　　　　’ の整備に着手する。 実験を行う。

，

「
く

’

r ぞ 守　　〆

「

極超音速飛行実験 平成6年度新規事項 同左 実験機開発及び飛行実験準備 宇宙往還技術試験に必要な有翼
（関述研究：宇宙往還輸送技術の の一環として、実験機詳細設計 飛行体の再突入技術を確立するこ

7

研究）ト ’ 　　　トﾉ必要なRCS干渉等の評価デ とを口的として、J1ロケットに
「

一タを得るための風洞試験を実 より打ち上げられ、再突入を経て
顧

’ 施するとともに、飛行実験デー・ 指定海域にパラシュート若水する
軋

タの解析ツールの整備に着手す 極超音速飛行実験機を開発し、実
「　　　　　　ρ る。 験を実施する。

r
’

璽

’
’

，
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開発項目：先進液体ロケッ
　　　　　　　　　　　　、gエンジン要素の研究

　占

A

、、

研究機関名田：科学技術庁 航空宇官肢術研究所
L

　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
度
匹
、

　　　　　　　　♂ド
@　　、
ｺ和52年～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

最　　終　　目　標 備　　　　考
予算額 覧

　　　　　　　（千円）　・

磨@項
　　　　　岬@　　　　、Q，814，0．00 112，300 124，000

1

昭和52～56年度にわたりH－1 ターボポンプ系についてはぐ エンジン四三のイ猷・生II上の研
高圧高性能、かつ信頼性の高い 本研究の推進にあた

要素研究
ロケット第2窪川LE－5エンジ
唐ﾌ開発に必要な要素技術の研究
�iめ原型掌記ターボポンプの開
ｭを初めとして、研究成果を同エ
塔Wンの開発に反映させた。
@昭和57年度からは、高圧エンジ
唐�､究対象として、燃焼器及び

超小型ポンプの試作研究、高強
xタービン材料及びタービン三
M衝撃に関する研究及び軸受・
Vールの超高速化の研究を行っ

ｽ。

@燃焼器系については、繊維強
ｻ型金属系複合材を川いた燃焼

逸　ターボポンプ系については、

齣wの信頼性向上を目的とし
ﾄ、インデューサの不安定特性
yび大型ポンプ内部流体力に関
ｷる研究、高強度タービン材料
yび溶接部熱衝撃に関する研究　　　　　　　㌔

液酸・三水エンジンに必要な要素
Z術の確立を図り、II－IIロケッ
gの一層の性能向上に資する。
@また、輸送コストを劇的に下げ
驩ﾂ能性を秘めた完全再使刑型ロ
Pットに必要な要素技術を確立す
驕B　　’

っては、宇宙開発事業
cと共同研究を実施し
ﾄいる。

@　　　　　　ノ

－　　　　　　　，

ターボポンプ系の技術研究を行い

kE－7エンジンの開発に活用し
ｽ。引き続き先進技術研究として
t酸’液水エンジンの一層の高性
¥化に必要な要素研究を行うとと
烽ﾉ、昭和63年度から手風・液水

室モデルの試作試験を行った。
Xラッシュ推進剤利用技：術の研

?ﾉついては、三度測定法につ
｢て研究を行った。
@エンジン機能監視診断技術の
､究として、診断データ制御監

を行う。

@燃焼器系については、燃焼弓
ｷ寿命化のための遮三層のミク
告ｧ御技術の確立を日的とし
ﾄ、超薄膜三熱層に関する試作
詞ｱを行う。　　　　　　　亀

L

エンジンの二元燃料エンジン要素 視装趾を増設した。
@二元燃料液酸・液水エンジン 皿使』型ロケ・トエンジン棚素

　　　　　　　　　　　　　即
P
「
　
F

技術の研究に若手した。

@　　1

要素の研究については、燃焼の
ｮ的安定性を系統的に調べた。
ﾜた液酸及び炭化水素系燃料ポ
塔v設計に必要な技術資料の取
ｾを目的として、ブースタ川大
^ポンプの研究を行った。

嘘　燃焼器系については、二元燃

ｿエンジンの燃焼安定化に関す
骭､究として、燃焼安定化効果
ｪ期待できる燃焼振動エネルギ
[減衰装置を供えた燃焼器の試

ノ 作試験を行う。

ターボポンプ系については、

OTVなど宇宙空間輸送系の一
屑の性能向上を可能にする超小
型ポンプの試作研究並びに軸受

損傷に関する研究を行う。
スラッシュ推進剤利川技術田1究

k
については、スラッシュ化に伴

’
う流動抵抗特性試験を行う。

，

エンジン機能監視診断技術の
　　　　　、､究として、診断結果をフィー
ドバックしてエンジン制御を模
擬するためのエンジン制御模擬

↑

1 装置を増設する。
’

！

ノ

〆 搾｝■r隔隣

、

・3 幽
，

開発項自；宇宙往還技術試験計画の総合推進
、

研究機関名匠：宇宙開発事業団
＼こ＼＿　年度　　＼　　　　＼＼　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　＼予算額＼＼＼、

昭和62年～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画 最　終　自　標 備　　　考
　　　、＼＼　（千円）事項　　鴨＼　　　　　　　＼．　　　　　　　　　　＼＼

3，925，606 2，510，683 4，046，373

HOPEの研究として、全体シ 前年度に引き続き、HOPE HOPEの概念設計及び開発 無人有翼往還機（HOPE）の
ステム、空力形状、自動着陸シス 概念設計及び開発基礎試験とし 荘礎試験の成果を踏まえて、宇 実現に向けて宇宙往還技術試験機

テムの検討を行い、HOPEの概 て、空力特性基礎試験、熱構造 宙往還技術試験機のシステム設 により技術の蓄積を図る。
念を明らかにするとともに、その 系開発基礎試験及び誘導制御系 計に着手するとともに、試作試
熱構造系、通信系、誘導制御三三 開発基礎試験を行った。 験に着手し、全体システム試験
び推進系の検討を行った。さらに 軌道再突入実験については、 、空力特性試験、熱構造試作試

元年度からHOPEの概念設計と 冬期にH一∬ロケット試験機1 験、誘導制御系部分試作試験を
して、全体システム検討、再突入 号機にて打ち上げ、必要なデー

’鱒　　●

o丁つ。

・自動着陸実験の検討、地上設備 タを取得した。 軌道再突入実験については、
馬 の検討を行うとともに、空力特性 また、それまでの飛行実験検 データの評価解析を行う。

の検討として、風洞試験及び空力 討の結果を踏まえ、小型自動普 また、小型自動着陸実験及び
特性数値解析を行った。また、耐’ 陸実験及び極超音速飛行実験に 極超音速飛行実験については、
熱構造材料の試作試験を行った。 着手し、実験機の設計・製作を 前年度に引き続き実験機の製作
また、3年度からは、飛行実験 行った。 を行う。　，

の検討を踏まえ、軌道再突入実験
の検討を行うとともに、設計・製
作に着手した。

4年度においては、HOPE概
念設計を引き続き行うとともに、 ノ

開発基礎試験として、空力特性試
験、熱構造系開発基礎試験、及び
誘導制御系開発基礎試験に着手し
た。軌道再突入実験については前

1

年度に引き統き実験機の製作を行
ﾁた。

、
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開発項・目：軌道間二二機
　　　　”
iOTV）の研究

　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

A

、

研究機関名親：宇宙開発事業団
孔　　　　　　　　　－

将＼＼　　年度．　＼、　　　　　　　㍉＼、　　＼＼予算額＼、＼＼＼、 　　　　　　　　　　　　〆

ｺ和62年～平成4年度実績
き平成5　年度実績 平成6年度計画 最　終　　目　標 備　　　　考

　　　＼＼．　（千円）　　　　　、噂」一一噛1τ項　　　　＼、＼．

201，005 13，392
|1，004（補正予算）

7，333
∫

重　　　　　　匹 　OTVの軌道解折を行うととも
ﾉ、空力制動面の機構・構造系の
沒｢その制動能力及び推進系の検

　一定のOTVシステムを仮定
ｵ、その両使用運用概念、技術
I成立性、優位性、必然性他に

　酉使用型OTVの運用概念、
ﾁに軌道上推進薬恐恐堀に関し
Dその技術的成立性を検討する．

　静止プラットフォーム等を輸送
ｷるOTVの開発に必要な技術の
m立を行う。

乳

討を行った。 関し、検討・評価を行ρた。 、

上

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦
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（宇宙魂送の分野）

開，発項目：誘導制御系の研究 曽 ズ　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬

巳

研究機関名等：宇宙開発事業団

年　度
昭和60年～平成4年度実績

　　　　　「

ｽ成5年度実絨 平成6flこ度；ll・両 ●

予算額 、 最　　終　　口　標 備　　　　考
　　　　　　　（千円）71‘項

2，731，770 301．608「 284，116
1

一23，140（補正予算）

システム技：術の研究　∴ 将来の軌道間愉送制御システム 前年度に引き続いて将来の軌 前年度に引き旧いて将来の軌 将来の宇宙翰送系（宇宙往還輸
について、システム検討、航法・ 道雪輪送機等の誘導制御システ 点間電送機等の誘導制御システ 送システム、紘沼間回送三等）に
勝導・制御技術の解析検討及び往 ム航法・誘導制卸系の設計を行 ム航法ド誘導・制御系の設計を 共通する誘導制御系について基礎

星 還輪送系の誘導・制御システムの うとともに、統合冗長管理技術 行うとともに、統合冗長管理技 技術を確立する。
検討を行った。また、誘導灯御言卜． に関する設計検討を行った。ま 術に関する設計検討を行う。ま
算機と慣性センサユニットを結合 た誘導制御計算機と慣性センサ た宇宿測位システムの解析検討
したシステム試験及び宇宙測位シ ゴニットを結合したシステム試 を行う。
ステムについて検討を行った。 験及び宇宙測位システムの回折

検討を行った。
！

ρ

機
器
技
術
の
研
究
／

　将来の宇宙輸送系に用いる誘導
ｧ御計算機、慣性センサユニット

　GPS受信機及び恒星センサ
ﾌ二次試作を行った。

　GPS受信機及び恒星センサ
ﾌ二次試作評価試験を行うとと

鴨

覧
」

の試作及び評価試験を行った。ま
ｽ、GPS受信機及び恒星センサ

もに、将来型アクチュエータの
ｲ査検討を行うげ

、

の試作評価試験を行った。、，、。’　　　　　｝

｝

要素の研究 将来の宇宙輸送系㍉プラットフ ファイバジャイ。の三次試作 ファイバジャイ。の三次試作
オゐム等の誘導制御に用いるため （その1）を行った。 （その2）を行う。
の高精度、長寿命慣性センサであ
るファイバジャイロの一次試作、、
二次試作及び評価試験を行った。
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開 発項目：ロケジト・人工衛星用共通部品材料の開発

研究機関名等：宇窟開発事業団
角

㌣’＼一＼、　　　　年　度．　　　　、、　◇、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　、、　　＼予算額＼＼一　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

昭和60年～平成4年度実績 平成5年度実績
平成6年度計画　　　　　　　　、

最　　終　　目　標 備　　　　考
　　　＼＼　　（千円）　　　　　唱軸　　　　　－　　　　　「亀　　　　　　覧●　　　　　　鴨　　　　　　　，亀　　　　　　　陶　　　　　　　軸働　　　　　　　　哨⊃1τ　：項　　　　　　り隔＼＼　　　　　　　　　　　軸嚇

18，972，406 1，553，427
|53，358（hn正予算） 1，899，894

ノ

　H－llロケット及びETS－Vl
ﾖの適用のため、機工部品・材料
ﾆして、温度センサ、圧力センサ
Tーモスクッ　ト、　ヒータ、　コネク
@、終端盟、バルブ、フィルタ、クシール、弁、ヒドラジン、触媒等

�Aまた、電子・電気部品として
Aトランジスタ、ダイオード、I
b、抵抗器、FET、MPU、R
`M、RPOM、バッテリ、サー

　前年度に引き続き、H－Ilロ
Pットで打上げる人工衛星への
K用を目指した機工部品・材料
yび電子・電気部品の開発を行
､とともに、前年度までに開発
ｵた部品・材料に対する認定試
ｱを実施した。
@また、アナログIC、ショッ
gキバリアダイオード、推進系
沂旧n部品（2種）を新規開発

　前年度に引き続き、H－llロ
Pットで打ち上げる人工衛星へ
ﾌ適用を目指した機工部品・材
ｿ及び電子・電気部品の開発を
sうとともに、前年度までに開
ｭした部品・材料に対する謙定
詞ｱを実施する。
@また、レーザダイオード、高
�ｦS五太陽電池、推進系供給
n部品（2種）を新規開発する

　自在な宇宙活動を展開するため
鴻Pット及び人工衛星に必要な高
ｫ能・高信頼性の共通部品・材料
�J発する。

ミ▼

Xク、ヒューズ、マグネトロン した。 o

フォトセジサ、ゲートアレイ、高
速コンパレータ、高速オペアンプ

u

、128KピットPROM、大容
蛍ゲートアレイ等の開発を行うと
ともに認定試験を実施した。
また、ファーストリカパリーダ

r

イォード、推進系供給系部品（3
種）及び1N推薬弁を新規開発し
た。

、
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開発項目：運用解析技術の研究 ”　　　　■　　　　　　　ρ

．研究機関名等：宇宙開発事業団
丸〕、＼＼　　　　年　度　・　　　　　　　　　　　　　　　殉、　＼．　　　　　　　＼　　　　　　、　　　　　　　、幅　、＼予算額、＼＼　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、．　　　　　　　　　　　　、

昭和59年～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画
　　　　　　　　　　　、

ﾅ　　終　　目　橿 備　　　　考
　　　＼＼　　（千円）　　　　　、、　　　　　　、r隣　　　　　　　，，　　　　　　　，一1r項　　　　＼＼＼

1，587，167
200，414　　　〆一15，031（補正予算）

217，062

GMS－　1～4　、　CS－2　a／ GMS－3／4、CS－3a GMS－3／4、CS－3a 運用中の各衛星から取得されたピ
b　、　C　S－3　a／b、　BS－2　a ／b、MOS－1／1b、ET ／b、MOS－1／1b、ET データを解析し、将来の衛星の開
／b、MOS－1／1b＼　ETS S－V、　EGS、　BS－3　a／ S－V、　EGS、　BS－3a／ 発に必要な技術を習得するととも
一V、EGS、BS－3a／bの b、ERS－1の各衛星の電源 b、ERS－1，ETS－VI にこれら解析技術の確立を図る。
各衛星の運用データの評価解析及 データの評価解祈及び衛星総合 の各衛星の三三データの評価解
ぴ衛星総合評価並びにll－1ロケ 評価を行うとともにそれら三三 折及び衛星総合評価を行うとと
ット試験機1～2号機及び実機1 技術の検討を行った。 もにそれら三三技術の検討を行
～4号機の評価解所を行いさらに う。

それら解祈技術の研究を行った。
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開発項目：ロケットの低コス ト化に関する要素技術等の研究
轟

　　　　　　　　亀

研究機関名四：宇宙開発事業団
“

’

＝ζここ7＼＿　　年度

麻＃U1遡ご
覧　　～平成4年度実績 も　平成5年度爽績

平成6年度計画　　　一

最＝終　　目　　標 備　　　　考

、
ζ　　　　　42，481 47，643

’

「 ＼ ロケットの試験技術について 前年度に引き続き、ロケット 将来の宇宙輸送コストの大幅な
　
、
，

の堵外国の事例の調査検討等を についての諸外国の事例の調査 低減を目指して、これまでのロケ＼ 行い、低コスト化の検討に反映 検討等を行い、低コスト化の検 ット開発の技術成果を踏まえ、ロ

ヒ　　　　　　　ら

@　＼　　　　　　、
する。

T

討に反映する。

@　　　　　　　　　　　　「

ケット及び打上げ運用に係るコス

gを新たな要素技術等の採用によ

〆 、
＼
　
＼

尾　　　　’

り低減することを目標とする。

‘

1
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1
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’ ど　軍
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w
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開発項目：ハイブリッドブースタの研究
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

、

研究機関品等：宇宙開発事業団’

「■

＼一平成4年度実績 ＼平成5年度実績 平成6年度計画　　　　　　ノ

最　　終　　目　　憬 備　　　　考

＼　　　　　　　、 ＼ 29，838
ら ／

＼ ハイブリッドブースタの基：本 2000年初期に必要性が予想
／

f

し

特性を把握するためにスケール される将来推進系技術として安全
∫

㌔
〔 モデルによる燃焼系の甚礎試験 性の向上、低コストが可能なハイ

を行う。 ブリッドブースタの研究を行う。
’ 、
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開
発項目：完全再使用型輸送システムの実現に向けた研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

＼

’

誹究機関名等：宇宙開発事業団

年　度 　　毛

`平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画 最　終　目　標 備　　　　考

予算額 P

（千円）

46，549
’

事　項

’完全再使用型輸送システム
ﾌ実現に向けた研究

’

　宇宙輸送コス・トの低減運用性
ﾌ向上・柔軟化を目的として、
ﾄ使用型輸送機のシステム検討
�sい、その技術的成立性を検

課鑛三三羽冠第を明確化する。ま左、その優位性により開発提案を行っ。

証する。

@　　　　　　　　　　　　「

‘

熟
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、
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；
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開発項11：将来型愉送系の研究 司

F　　　　　　　「
研究機関名四：宇需1月発事業団 ’

」

年　度
平成3年～平成4年度爽績 平成5年度実績 平成6年度計画

予算額’ 最　　終　　目　標 備　　　考
　　　　　　　（千円）

磨@項
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

@　　155，680 158，098 170，332‘

一12，417て補正予算）
r

推進薬の爆発威力に 射場等における推進薬の安全性 固体推進薬について、安全特 平成5年度に引き続き固体准 今後のロケットの大型化に伴い

関する研究 に関する技術データの蓄械を図り
юi薬の爆発威力を推定するため

性実験及び反応シミュレーショ
湯ｲ査を実施し、LOx／LH2にっ

三三について、安全特性実験及
ﾑ反応シミュレーション調査を

大忌の推進薬を取回うことになる
ｽめ、推進薬の安全性に関する技

平成4年度までに、固体推進薬に いて反応シミュレーション調査 爽施し、LOx／Ui3について安全 術基準の検討、及びロケット打上
ついて安全特性実験及び反応シミ 検討を実施した。 特性実験、及び反応シミュレー げ時の保安躍離の算定恨拠につい
ユレーション調査を実施し、LOx／

ション調査検討を実施する。　　　●

て必要な基礎資料を得る。

U！2について反応シミュレーショ
L ン調査を実施した。

将来型0ケットの研究 　フライパックブースタ、垂直雪
ｴ陸打上げ三等再使用型輸送：機の

　再使用型打ち上げ機に関し、
Z術的成立性、優位性、必然性

　炭化水紫エンジン等、将来一
]と考えられる推進系要素技術

　我国の宇il了輸送系の発展シナリ
Iの検討を行うとともに、実現に

概念検討を行った。 、特にコストメリットを旧説す について予備検討を行う。 必要な技術基盤の確立を図る。

」
るとともに、基礎試験に若手し

，
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施設の整備
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（人工衛星及びDケットの濫発に必要な施設）

6

開発項　日：人工衛星試験設備の整備
「

」

研究機関名鰹：宇宙開発事業団

隼　度　　　の

昭和61年～平成4年度実績 平成5年度実績 平戒6年度計両 o

’　　　予算額 妓　　終　　口　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）
C｝1τ項 21，574，974 20，285．〔＼ 467，057

！　、 1．520，359　（補正予算）
1

　｝

dRS－1以降の大型衛星試験 振動試験設備の改修を行った。 振動試験設備の改修を引き続 人工衛星の開発に必要となる各

を行うために必要となる第2大型 　　　「u き行うとともに、三軸姿勢制御 種試験設備の整備を行う。
コ スペースチャンバ、大型音聾試験

r

システムの改修（老朽化対策） ‘

設備等の試験設備及び総合環境試 傷 及び大型放射計チャンパの整備
験棟建屋の整備を行った。

、 を行う。

また、ETS－VI南北制御用イ また、姿勢制御試験室の改修

　　　　f@　　、k

オンエンジンスラスタの寿命試験
�sうために必要となるイオン」二

を行う。　　　’

孕
ンジン試験装置及び建屋の整備を 辱

行うとともに、地球観測プラット
フォーム技術衛星（ADEOS） ノ

の開発試験を実施するために三軸
姿勢制御システム試験設術の改修 ／

」

し

、、 を行った。
ETS一～圧衛星間通信実験に必
要な設備を設置し、実験を実施す ’

るための延屋を整備した。
唱

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監

肖
し

k 圧

ノ

’

『

　　　Pp　　4

，

、
r

’

，

「

卍

、

｝ 璽　　　　　　　　　サ
ト

／

｛

卜

油
’

ノ

●　　体

’
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，

幣
’

開 発船圏：リモートセンシング情報受信処理設備の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　覧

、

1

研究機関名等：宇宙開発事業団 　　　　　　　　バ[

茎
，

歳：＼＼　　　年度　、　　　　　嚇覧　＼　　　　　　、＼　　　　　・　・　　　竃　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　9も嚇魅　　　　　　　　　　　3

@　＼予購＼＼く
～平成4年度実績

@　　　　　　「

平成5年度実績
平成6年度計画　　　　　　　　　　　　「

最　　終　　目　　糠 備　　　　　考

　　　・＼　　（千円）
枕?@＼＼　　　’　　　　　＼、　　　　　　　　　　唱、＼　　　　　　　　　　　　，

　　14，467，426
　　　　　　　　　亀S，249，315

|301，689（補正予算）
5，383，080

ノ

ト　　　　、 ①地球観測データの提供システム

yび提供ソフトウェアの開発を行
ﾁた。

　　　　　　　　　　　　「i（↓）LA｝己DSA↑　　、　SPOT、　MOS－1／1b、

dERS－1及びJERS－1の受信処理等

ﾌ運用を実施し、利用者へのデ

（1）LANDSAT　　、　SPbT、MOS－1／1b、

dεRS－1及びJERS－1の受信処理等

ﾌ運用を実施し、利用者へのデ

　国際的な観測データのネット
潤[クシステムによる地球観測
fータの効率的な利用を行うと

、

一夕提供を行った。　・ 一タ提供を行う。 ともに、利用者へのデータ提供
｛ ②LA∫DSAT、SPOT、MOS－1／1bの受

M処理等の運用を実施し、利用者 ②地球観測衛星システム検証を ②地球観測衛星システム検証を
を行う。

へのデータ提供を行った。 行った。
’一　　・

Oつ。
’

一 ③地球観測衛星システム検証を行 ③地球観測データのより有効な ③地球観測データのより有効な
㌧

つた。 利用をはかるために地球観測デ 利用をはかるために地球観測デ
一ク回報システムの開発を行う 一ク情報システムの開発を行う

（　　　　　　　　　　　　　　　　　’

i↓）JERS－1の初期運用を行っ とともに、海面温度等データセ とともに、海面温度等デークセ
た。 ットの作成、提供システムの開 ットの作成、提供システムの開 ，

発を行った。 発を行う。
’

⑤EERS－1及びJERS－1の受信処理等
「

　しm

の運用を実施し、利用者へのデー　　　　　Fク提供を行った。 ④アジア太平洋地域の地球観測

fータ受信局の整備として、イ

④アジア太平洋地域の地球観測
fータ受信局の整備として、イ

，1 ンドネシア局の整備に着手した ンドネシア局の整備を行う。

⑥地球観測データのより有効な利 o
天

用をはかる旗めに地球観測データ
桾�Vステムの開発を行うととも ⑤地球観測精直言：信・記録・処 ⑤地球観測情輯受信・記録・処

τ

に、海面密度等データセットの作 理設備（LANDSAT、SPOT用）の 理設：備（LANDSAT、SPOT用）の

成、提供システムの開発を行った 更新に普罪した。 更新を行う。
、

馬

0　　　　　　　　　　1
罵

L　　　　　　　｛ 「　声
’

」

、

、

卜

り

1 ・　　　　　　　　　　　　　　｛
、

卜

’

9

G
》

，
、事

幽

1濫発項　目：地球観ず∫ωf，？穀システムの整備
、

　　　　　　　　　　、､究機関名等：宇宙開発11∫業団 　、I
r

巳

’1噺＼、．　　喝，

　　　ノｵ

｝

～平成4年度実績
　
　
平
成
5
年
度
実
績
1 平成6年度計画

最　　終　　目　　標 備　　　　　考
　　　、＼　　（千円）　　　　、

磨@項　　隔＼ 50，240　　　　　　　’ ・459，379 727，620＼、鴨、

@　＼＼．
一19（補正予算） 328，739（補正予算）

．

（①地球観測憎報提供技術の開発と ①データ総合管理／提供システ ①データ総合管理／提供システ 地球観測データの利用を促進
皇

してカタログネットワークの整備 ムの開発を行った。 ムの開発（その2）を行う。 し、有効に役立てていくための
、データ伝送処理システムの検討　　　　　　　　　　　　　　　P 環境整備として、データ総合管

昂

及び国際宇宙年対応データセット ②地球観測情報システムの統合 ②地球観測情報システムの統合 理／提供システム及びデータ
の作成に着手した。 管理・調整を行った。 管理・調整を行う。 解析処理システムを含むデータ

解析センター、及び地球観測愉

②データ総合管理／提供システム A（聾）地球観測情報ネットワークの ③データ解析処理システムを含 報ネットワーク等の開発・整備

及びデータ解析処理システムの設 設計を行った。 むデータ解析センターの開発を を行う。　　　　　　・

計検討を行った。
’一　　〇

o丁つ。　　　　　　　．

④データ解析センターの設計・
」　　　　　　　　　！’ 検討を行った。 A①地球観測情報ネットワークの

哨

，

整備を行う。
覧

ノ

、

ノ

・

’

’

卜

’

、

　　　　　　　　　　　　高

／

「

’

r し

’

レ

、雫

’

し

’

「

〆
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’
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（人工衛星及びロケットの開発に必要な施設　）

開発項目：Mロケット支援設備 （施設の整備）
、

、

P

研究機関湯冷：文部省宇宙科学研究所 ノ

年度
8

Fへ 55　～平成4年度実績 、　　　平成5年度実績 平成6年度計画

（　　予算額 最終　目　標

備
　
　
　
考
’

（千円）

事項
6，321，940．　　　　島

、

　新整備塔、ランチャの製作を行っ

ｽ。新整備塔、ランチャを使用し、

l－3S－3、4号機を打ち上げた。
V整備塔は更に発射装置換言を行い、

l－3SlI型に改修され、59年度に
P号機を打ち上げた。

宣　　　　　　　　　　　レ

@　　　　　　　　　　　　　馳

ノ

｝
　
　
　
　
　
1

通商産業省及びドイ

cに協力して、6年度
ﾉ軌道上からの無人回
禛Vステム（EXPRESS）

�l－3Sll－8号機
ﾅ打ち上げる。

’　　　　　　　　　　　㌧ 　高空燃焼テストスタンドの更新に

?閨A製作を完了し、M－23、　M－
RD、　M－3B、　KM－Pの地上燃
ﾄ実験を行った。

　8年度に第16号科学
q星（MUSES－B）をM－

u－1号機で打ち上げ
’ 大型構造試験設備の設計製作を行

る。

い、それを用いてM－3Sロ型の’1、2段接手、尾翼筒等の最終強度

юｫ試験を行った。
@60年度に新整備塔を用い第10号科

1

　9年度に第1了号科学
q星（LUNAR－A）をM－

u－2号機で打ち上げ

学衛星（PLANET－A）をM－3Sll－2
る。

奪P　　　　　　　　　　　　ρ
号機で打ち上げた。

@61年度に第11号科学衛星（ASTRO－

b）をM－3SIl－3号機で打ち上げ
ｽ。　　　　　　　　　　　「

’

　10年度に第18号科学
q星（PLANET－B）をM－

u－3号機で打ち上げ
M

、
63年度に第12号科学衛星（EXOS－D）

、 る。

をM』3SIl－4号機で打ち上げた。
元年度に第13号科学衛星（MUSES一

A）をM－3SIl－5号機で打ち上げ
た。　　　　　　　　　　，
3年度に第14号科学衛星（SOLAR－A） 、

をM－3Slし一6号機で打ち上げた。
4年度に第15号科学衛星（ASTRO－D） ～

畠 をM－3SIl－7号機で打ち上げた。 、

M－V型の開発に必要な地上燃焼
、 試験設備の製作並びに高空性能試験

設備の製作を完了した。・
戸

’

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

C （

ざ蝋伽

汐
㌔偽

》
南

（人工衛星及びロケットの汀上げ施設）

開発項目：麺子島宇宙センター施設設備の整備　　　　　　　　　　　　’

’

研究機関名等：宇宙開発耶業団
、　．

早_、＼　　　　年　度　　＼1．　　、＼、＼　　　　、、

　昭和60～平成4年度実績
ﾋ

平成5年度実績 平成6年度計画
　　　　　　　　　　　’

ﾅ　終　　目　糠 備　　　　考　　・　予算額、、＼　　、・　　　　　　　　　　　　　　　　＼

@　　＼（モ円）二事項　　　＼＼、　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　噂

68，871，360 1，945，432
P，615．205（補正予算） 2，511，077

レンジコン，トロール系及
ﾑレーダテレメータ系の

①各衛星シミュレータの整備を行
ﾁた。

①大型衛星の射場作業に必要と
ﾈる衛星系射場点検取扱設備の

　レーダテレメータ系及び試験
nの施設設備の整備（含：更新

　各衛星にシミュレータ及び追跡
ﾇ制に必要な設備並びに、射場点

施設設備 ②各衛星の追跡管制に必要な設備 　　　　　　1ｮ備を引き続き行う。 等）を引き続き行う。 検取扱設備の整備を行う。
、 の整備を行った。 ②レーダテレメータ系及び試験

③各衛星の射場督誓備作業に必要な 系の施設設備の整備（含：更新
射場点検取扱設備の整備を行った 等）を引き続き行う。
大型衛星の射場作業に必要とな
る衛星系射場点検取扱設備の整備 ●

を行った。

、

④レーダテレメータ系及び試験系
ﾌ施設設備の整備（含1更新世）

，

〆

P

を行った。
謬

卜

H一，Hロケット打上げ点
_施設設備

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

@ステージ燃焼試験の整備を行っ
ｽ。　　　　　　　　　　・

①H－Hロケット射点設備、射
齠_検設四三射場システムの整

①H一！1ロケット射点設備、射
齠_検設備、射場システムの整

　H－Hロケット射点設備、射場
_検設備等の整傭が終了した後、

②H－nロケット射点設備、射場 備を引き続き行った。 備を引き続き行う。 射場系設備等の皿新を行っていく

点検設備、発射管制設備の整備を ②H－Hロケット射点施設の整 ②H－nロケット射点施設の整 o
行った。 傭を引き続き行った。 備を引き続き行う。

‘ ③H－nロケット射点施設の整備 ③共通施設設備の整備を引き続 ③共通施設設備の整備を引き続

7
を行った。 き行った。 き行う。　　　　　　　　　’

ノ

④共通施設設備の整備を行った。 ，

、　　　　’
噛

，
軸

耀

〆

”

己

幽

「 ㌔

ア

マ

ド

1

ぜ

巨

匹

、 　　　　　翌A
～

，，

u

ρ　　　　　　　　　’
艦

暫
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＼

（人工衛星及びdケッ トの打上げ施設）
ノ

開 発電月：宇宙科学研究所鹿児島宇宙空間観測所内の既設の諸施設 （施設の整備）

研究機関名勝：文部省宇宙科学研究所

年度 ～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

最終　目　標 備　　　考
，予算額

，　　　　（千円） 　　834，956，
P，　349，　480．　（補正予算）

　
　
2
，
3
2
2
，
．
2
6
6
。
1

1

　　　　　－ｭ射管制設備
｝

　M－Vロケットの開発に伴い発
ﾋ管制設備、整備塔・ランチャの
?C並びに精測レーダ設備の設計

　引き続き発射管制設備、整備塔・ランチャの改修並びに精測レー

_設備の製作を行う。

　科学衛星及びM系ロケットの打
繧ｰ施設として、既設の諸施設の

ｮ備を行う。

整備塔・ランチャー
　、@、　、

求@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β

製作に着手した。

@M－Vロケットの打上げに必要

精測レーダ設備 なM－Vロケット関連地上設備及
ﾑ科学衛星総合試験設備の製作に

科学衛星総合試験設備 着手し、完了した。
’

’

M－Vロケット関連
地上設備

L

騨
一

’
輻

5

’

【

馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

へ

㌦

L

P

ノ

ヒ

、

　t
A

紳

’

，

C
（塑》

，

♂馬

診
く

（入工衛星の追跡等に必要な施設）

開発項目：宇宙運用・データシステム（SODS）
、

研究機関名等：宇宙開発事業団
τ●’、．

’・＼、_　　　　年　度
魅　　　　　　　　　　　　　　　　、

¥聯論δ＼
昭和62～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画 　　　　・

ﾅ　終　　目　標 備　　　　旧

事　項 3，173・，035 1，347，472 364，738一6，342（補正予算）

宇宙運用・デ一三システ、 A（P全体システムの設計・開発管理 A（↓｝全体システムの開発及び評価 A（↓）全体システムの開発及び評価 H－llロケットにより打ち上げ
ム（SODS）等 及び評価を行った。 を行った。 を行う。 られる大型衛星及び複数衛星同時

打上げ等に対処するとともに、将
②ネットワーク管制設備の周回衛 ②ネットワーク管制設備の静止 ②衛星間通信対応運用データシ 来の宇宙活動に必要となる追跡管

’

星対応部分の開発・総合調整及び
ﾃ止衛星対応部分の開発を行っ

衛星対応部分の総合調整を行つ
ﾁた。

ステムの整備に関し、実験地上
ﾝ備の詳細設計及び製作を行な

制、運用及びデータ通信を効率的に実施するための基盤となる宇宙

た。 　
う。 運用データシステムの構築を行う

③地球局設備の静止衛星対応部 o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
、 A③地球局設備の周回衛星対応部分 分の総合調整を行った。
の開発・総合調整及び静止衛星対 ，

応部分の開発を行った。
④衛星閥通信対応運用デークシ

④海外追跡管制局の調査を行っ ステムの整備に関し、実験地上
た。 設備のシステム設計、詳細設計

ノ を行った。
ノ

’ （⑤宇宙循環機対応運用デークシ
ステムの検討を行った。 ㌧

～
〆

、

＼

二

一171一



↓
舶
、
《

旨　　　　　　　　　　　ヤ　卸　　　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

一172一
ず

（・人工衛星の追跡等に必要な施設 ）
ゾ

開 発項目：科学衛星のデータ取得、制御等に必要な施設 （施設め整備）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

年度 　　　　　　　　、

`平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画
最終　目　標 備　　　考

予算額 〆

（千円）
「

事項 1

科学衛星のデータ取得、制御等
　　　　　　←　へ

P田宇宙空間観測所
に必要な研究施設の整備を行う。

鹿児島宇宙空間観測所
1

宇宙科学企画情報
解析センター
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開発項目：宇宙ステーション関連施設
亀

研究機関名等：宇宙朋発事業団
1

●ミ：、＼＼　　　　年　度，　　、

き 昭和6 2年度～平成4 年度実績 r

、　　　　　　L ’　　費　面
、　　　馬＼　　　　　、●、　　　　　　　　　1

平成5年度実績 平成6年度計画 ，

＼予算額＼＼＼ ・62 63 元 2 3 4 7 8 最終目標
　　　、＼　　（千円）　　　　　、、事　項　　　『＼、　　　　　　　　　＼

6，971，906 1，018，009 3，116，873
一

“
、

設計、用 1同地 本館1 本館皿 日本実験モジュール
‘ （JEM）の開発運用宇宙ステーション開発棟 ≡ …∈ 〉∈ …

に必要な地上施設設備

設汁 工事 を整備する。
「

無重鑓環境試験棟 」
∈ ∋．． ∋

｝

、
h

設計、用地整地 工事
…
i宇宙ステニション迎三図 ∈ iモ

ノ

設計、用地整地　　　　　　　　　　　i 工事
、

搭乗員養成棟 く 、　　　　　　　∋∈
哩

」

特記事項 A（↓震源ステーショ ン開発棟の設計・ 用地整地 A（↓序宙ステーション開発課 ①無三三環境試験棟の整備を 宇宙ステーショ ン運用棟、搭乗員 備　　考

↓

　本館r（実験棟）の整備を行った。A（9序宙ステーション開発棟本館∬（試験棟） 本館∬（試験棟）の整備
�ｮ了した。

　完了する。
酪??Xテーション運用棟の

養成棟の完了をもって関連設備の
ｮ備を完了しJEM運用に備える。

A

　の整備に着手した。A両三田翁琉境試験棟の設計・

@工事に着手した。A姓序宙ステーション運用棟、

　　軸
p地整地を行い

居謌�{成棟の

②無三無環境試験棟め整備
@を引き続き実施した。A（邑序宙ステーション運用棟

@の用地整地を行い工事に

　平成8年度完成を目標に引
@き続き整備を行う。A（三三乗員養成棟の平成7年度

@の完成を目標に引き続き整

一

；

設計に着手した。
1’　　　　〆　●

@与

レ 　　欄G

　着手した。　　’
欄｣乗員四這棟の用地整地
@を行い、工事に着手した　　レ

備を行う。　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

@P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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研究項目：その他の施設

研究機関名等：科学技術庁　　　　　　　　　　ひ 航空宇宙技術研究所

、　　　　年度 ～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

“　　予算額 4，232，076 609，410
最　　終　　目　　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）
磨@項 2，818，213

2，　1　8　9，0　1　2　　（22L883） 1，134，292
’

＼
ラムジェットエンジン試
ｱ設備の整備等

@　‘

　高温空気系、供試体系装置及び
ﾜ測制御装置の製イノF、据え付けを
iめるとともに、関連建屋工事を
ｮ了した。

　高温空気系、供試体系装置及
ﾑ訓測制御装置の製｛ノ11、据え付

ｯを終え、設備の総合調整試験
�sい整備を完了した。

　三三往還三川ラム／スクラムジ
Fットエンジンの研究開発試験に
s可欠なサブスケールサイズエン
Wンの高空性能試験を可能とする
宴?Wェットエンジン試験設備を
整備する。

極超音速風洞大型化整備
凵@　　　　　　　　　　一

　スペースプレーン、1トIIロケ
bト打上げ型有翼回収機（llOPE）等
ﾌ極超音速環境下における熱・空
ﾍ性能の試験研究設備とする極超
ｹ速風洞大型化整備について、風
ｴ三体の性能を決定する基幹部で
?骰ｉｷ三四配管、ノズル、高圧
刹C槽、測定室、拡散筒、冷却
增A燃焼ガスバーナーの更新、運

　前年度に引き続き高温高圧配
ﾇ、ノズル、測定室、拡散筒、
站p器、燃焼ガスバーナー更新
yび運転制御システム装置の製
?�iめるとともにガス供給設
�A排気設備増設、高圧空気貯
C槽増設等、計測システム及び
�w三三装置の製作に着手し

　前年度に引き続き測定部、拡
U筒等風洞本体部下三三に三三する各設備、運転制御装置、計

ｪ装置及び光学観測装置の製作
�iめるとともに、調整運転、
麹㍽脂^転等を実施し、本大型
ｻ整備を竣工させる。

　llOPE等宇宙往還機の研究開
ｭ試験に必要な直径1．2mの測
阨狽�Lする極超音速風洞を整備
ｷる。

　　　　　　　　’

f

曇

転制御システム装置等の整備に三一回した。また、既設設備の撤去、

ﾚ設、改修を進めるとともに、極
ｴ音速風洞建屋の増築等に着手し

た。また、極超音速風洞建屋の
搨z工事を引き続き進めるとと
烽ﾉ、真空槽増築等に者回し
ｽ。

」

た。

高温衝撃風洞の整備

@　　　　　　　　　　F

　高圧空気貯気槽、圧縮管、衝
tg管、ノズル、真空タンク等
ｩらなる風洞本体に関する基本
ﾝ計を行う。

　マッハ10～20の「超高速流
v条件を実現し、宇宙往還機の大
C圏再突入時の実在気体効果を伴
､空言及び空力加熱の試験、また
Xクラムジェットの超高速域での
R焼過程の研究を可能とする高温

，

一

衝盤風洞を整備する。
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’

開発項目：ロケッ ト打上げサービス産業動向調査

研究機関等名：通商産業省 機械情報産業局

年度
平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度三三

予算額 最　　終　　　目　　標 備　　　　　考
し（千円）

事項 8，740 8，740 8，680

「

ロケットの商業打上 ロケットの商業打上げ 欧米の既存のロケット 前年度に引き続き、有 国産ロケッ’トの開発の進展に伴い可能となりっ
ρ

げを可能とする制度 体制の整備として必要な 打上げ事業会社等の実態 識者からなる委員会を設 つあるロケット商業打上げに向けて、打上げに関

の研究 国内制度の整備に向けた を把握するとともに、国 回し、我が国に適する将 する損害賠償責任のあり方、打上げ保険制度のあ

具体的な検討を実施。 内有識老からなる委員会 来の事業化の展望並びに り方等について検討する。
」 を設置し、我が国の実績 制度面の構築等について

を踏まえた将来の事業化 検討を行う。

の展望並びに制度而の対
‘

応要因等について検討を
「 行った。
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項
目：字宙関係条約関述措置等（その他の施策）　　　　　　9

実施機関3運輸省運輸政策局技術安全課

年度 ～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画
1最　終　目　標 備　　考

予算額（千円）

事項 2，695 2，934 　　　　　　1
Y

宇宙への民間打上げ

　　　～

ｽ成5年度においては
　　　一
�ｫ続き、調査委員会

我
が
国
に
お
い
て
は
、
民
へ

活動の促進を確保す

「

産学官からなる調査委 において、我が国の宇 間へのロケットに関す

るための制度のあり 員会を設置し、宇宙関 宙輸送の一層の推進を る技術移転等を契機と

方についての調査研 係条約の概要、宇宙に 図るため、宇宙への民 して民間が宇宙への打

究

覧

係る損害保険の現状、 間打上げ活動の促進を 上げ活動を主体的に行

損害賠償条約を国内法 確保するための制度の い得る状況が出現しつ
、　メ

化するに当たっての問
あり方について調査研　　　　’ っある。このため、宇

’

題点及び対応策等にっ 究を行う。 宙関係条約上の我が国

　　　　　　　　と｢て検討した。 の国際的な貴任との整
●

、 合を図りつつ、我が国
〔

の宇宙輸送の一層の推
7

’

進を図るため、宇宙へ

の民間打上げ活動の促

進を確保するための制

摩のあり方について調

査研究を行う。
ノ

く、

， 3
網

W　宇宙関連経費により推進している事項

一179一
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項　　目　：通信衛星利用計画 （関連経費による推進事項）

実施機関：警　察　庁

」 、

年度 昭和54年度～平成4年度三三 平成5年度実績 平成6年度計画
’

予算額（千円） 最　終　目　標 備　　　　考
事項 89，180

／　　8 2，506，160 195，198（補正予算） 907，882

（1）　実験用中容量静止衛星 ・実験用地球局設備2装置の
，

・実用地球局設備を全国 ・応用実験打合せ会（郵
を使用した実験 開発を行った。一 に整備し、衛星通信シス 政省、警察庁）を通じて

・全国主要地点数三所で回線 テムを構成する。 密接な連絡をとりながら

試験、TV及び電話の伝送試 実験を実施。
　’　プ 三等を行い、実用化の技術資

、
、

、

料を得た。 「

「

（2）　地球局設備の制作 ・固定、可搬及び車載型の実 ・地球局設備を改修する。

用地球局設備の検討を行い、

世様を決定し整備した。 ノ

麹

ゴ 「

ノ
，

（3）　地球局設備の利用及び ・可搬地球局を災害発生地点 ・可搬地球局を災害発生地点 ・可搬地球局を災害発生地点
運用 等に移動して衛星通信回線を 等に移動して衛星通信回線を 等に移動して衛星通信回線を

∫

　　　　　　　　　Eﾝ定した6 設定した。 設定する。

・車回と沖縄との間で電話、 ・東京と沖縄との問で電話、 ・東京と沖縄との問で電話、

FんX、データ及びテレビの FAX、データ及びテレビの FAX，データ及びテレビの
伝送を行った。　、、 伝送を行った。 伝送を行う。　　　　　　・

島

　　ki4）　技術試験衛星を使用し　ノ

・警察活動に移動体衛星通信
監 　　　　　　　　　　　’E広域警察活動用の移動 ・ETS－V利用実験連

声

た実験 システムを利用するために、 体衛星通信システムの構 絡会に参加。
ノ 電波伝搬特性、伝送技術等に 築を図る。

関する実験を実施した。 蓼

を

一181一
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野 …　関連⊃

開発項目：スペースシャ トルを利用した材料実験計画参加のための地上予備実験 （1／5） （研究）　　　　’
1

研究機関名湯：文部省宇宙科学研究所
、

年度 ～

、

予算額

55　～平成4年度実績－　・、 平成5年度実績 平成6年度計画
最　終　目　標 　備　　　考

P

　　　　　（千円）

718，894． 39，867． 27，477．
「

搭乗者の内分泌系反応

yび代謝変化

　血液成分の測定、飛行前、帰還後採
兼凾�l慮して、尿中の測定法を検討
ｵ確立した。

@宇宙飛行時の体液移動、カルシウム

　　　　　　　　　　㌧@　　　　　　　　　　ト@飛行前、中、後に尿及び血液を
Tンプりングし、体液代謝の変化
ﾉ伴う抗利尿ホルモンなどの変動
��ﾍした。内分泌・代謝系の日

　宇宙飛行に伴う環境変化に対す

體熾ｪ泌代謝系の反応、バイオリ
Yムに対する影響、適応過程にお
ｯる内分泌系の役割を明らかにす

名大・環境医研

［］スなどの挙動が、低圧低酸素負荷で 内リズムが飛行中及び飛行後にど
る。

シミュレートできることがわかり、水 のように変化するかを調べた。

電解質の代謝の変化とこれを調節する 骨・筋肉代謝の指標となるホルモ

㌧

ホルモンの変動を明らかにした。

@ナトリウム排泄作用を持つホルモン

ンを追跡し、宇宙飛行の影響を明

轤ｩにした。、

が心房から抽出されているが、これら
が体液代謝にも関与していると考えら

れるので、測定法を確立し、調節機能
を解明した。 ’

搭乗実験者を被験者として血液及び

尿を飛行実験台3日、飛行中1週間及
ダ

ぴ飛行後3週間採取した。
、

；

無重力順応過程における視

O庭性姿勢運動制御の研究

　コイの行動をモニターする超小型加

ｬ度センサーを試作し、予備実験を行
､他、脳波測定等の搭：載実験装置の設

v、プロトタイプの製作、気球実験を

　背光反応行動及び小脳脳波が飛

s開始後どのように変化していっ
ｽかを解析し、飛行初期に視覚と

O庭性の統御機構に混乱が見られ
’

　無重力下の視・前庭性姿勢運動
ｧ御の特性、順応過程を考察して、

F宙動揺病のメカニズムの解明に

曹ｷる。

名大・環境医研

行った。さらにコイの運搬用簡易生命 ることを明かにした。これは宇宙
ご

維持装置や携帯用コイ手術装置を製作 酔いの感覚混乱説を支持するもの
「

した。 である。また前庭を摘出したコイ

射場へのコイの輸送、飼育を行い耳 でも背光反応に強い乱れが見られ、

石を摘出したむイ及び正常コイを搭載 前庭を他の重力受容器で代償して ’
、

した。 いる場合にも宇宙酔いの発生する
ノ 可能ll生を示した。 ノ

、

摩

’

C
郵、

，

（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野 関連　） 3
判　f
茅

F

欄発項目＝スペースシャ トルを利用した材料実験計画参加のための地上予備実験 （2／5） （研究）

研究機関名四：文部省宇宙科学研究所

年度
55　～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

・　予算額 最　終　目　標 備　　　考
　　　　　（千円）

、

戸

宇宙空間における視覚安定

ｫの研究

　プリズム眼鏡による視覚順応検査装　　ノ

uにより各種実験を行い、体位を360
　飛行中及びその前後に取得さ

黷ｽ眼と頭部・頚部の協応運動 ノ

　視覚による空間認識が重力情報

ﾌない宇宙空間でどのように変化

名大・環境医研

度回転する間の眼球の動きを記録した。 を解析し、知覚系からの入力と し、適応していくのかを明らかに

体位を傾斜させた時の行動の基準軸が 抗重力筋を中心とした運動系の する。

地上ではずれるのに対して無重力下で 協応動作が初期の低重力環境下
はどうなるのかを明らかにするため、 においては調和しないことが明
体位傾斜角度と視野傾斜角度を独立に らかになった。

変化させてこれら二つの要因の相互作 ヤ

用をターゲット追従眼球運動などから ，

「

探った。
声

飛行実験に対して地上より管制し、 唖

視覚刺激に伴う眼球運動を計測した。
馳

骨と軟骨の発生と成長に及 打上げ及び帰還時に印加される過重 打ち上げ時に0日齢であった 骨組織の発生と成長に及ぼす重 昭和大・歯学部

ぼす無重力の影響 カの鶏卵に及ぼす影響を低減するため 卵の発生の異常が、卵黄と卵白 力の影響を検討し、骨の種々の疾

に卵の搭載方向を検討した。振動や加 の密度差の消失により胚盤葉が 病の治療及び予防法の確立に資す

速度が鶏胚組織の成長に及ぼす影響を 卵殻から離れ漿尿膜の形成が阻 ド

形態学的に調べるとともに骨吸収、骨 害されることに起因すると明か
／　　　　　　　曜 代謝、軟骨の分化と増殖を酵素活性な にした。・骨、軟骨への無重力の

どから明らかにした。0、7、10日 影響を種々の要素から調べた。
鱒

齢の鶏胚を搭載し、帰還後、発生の進
行度合を確かめ、骨、軟骨、軟組織の

’

組織学的、生化学的な分析を進めた。

HZE及び宇宙放射線の遺
`的影響

　ショウジョウバエの突然変異につい
ﾄ調査し、加速器により重粒子を照射

，雄の生殖細胞におこる伴性劣

ｫ致死突然変異が宇宙において

宇宙飛行の際被曝を避けられな

｢HZE及びHZE以外の宇宙放
京大・放射線研

して遺伝的影響を調べた。 高頻度でおこることを明らかに 射線の生物に対する影響のうち特
F

搭載機器の試作及び振動、音響試験 、し、その致死遺伝子の染色体上 に遺伝的影響を明らかにする。

を行うほか、オフガス処理をした機器 の位置を調べた。体細胞突然変

で突然変異に関する実験を行った。実 異を翅毛スポット法により評価

験で用いる幼虫の系統適正数などを決 したが、明瞭な差異は見られな
窪した。 かった。

成虫雄及び幼虫を搭載し、回収した
、

試料の劣性致死突然変異を調べるため

オ　　　争 の交配、及び幼虫の翅原基細胞の染色
体突然変異の検出のための標本を作製

π

した。
’

ノ

く

C 一183一
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野　…　関連　）

開 発項目：スペースシャ、トルを利用した材料実験計画参加のための地上予備実験　　　　　　　　　　　　　　　　、

（3／5） （研究）

研究機関誌等：文部省宇宙科学研究所
　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　へu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕

年度
55　～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

－

予算額 、
最　終　目　標

　
備
　
　
　
考
ノ

　　　　　（千円）

　　　　　　㍗｣

1

アカパンカビを用いた概日 　　　　　　　　　　　　　　、Aカパンカビの生長管を宇宙実験用 アカパンカビの照日性リズム 分生子形成に典型的な概日性リ 静岡県立大・国際
’

性リズムの研究 に種々の改良を加え、実験機器の振動 について、飛行群と対照群の比 ズムを有するアカパンカビのバン 関係学部

試験及び実験手順の検討を行った。寒 較からリズムの発現が内因性で ド形成を宇宙で調べ、三日性リズ

天培地の組成や暗培養に用いる暗三一 あることを示した。 ムの発生機構に関する基本的知見

材の通気性、遮光性を試験した。 を得る。

12本の生長管にアカパンカビを接
記して半分を搭載、残りを地上対照と
した。分生子形成の忌日性リズム、及
ぴ生長速度分生子の形態について飛行
群と対照群を比較した。

ト

、

」 ノ

匹

”

ト

，
，

ガラスの高温密度と体積変 ホウ酸塩及びケイ酸塩ガラスについ ガラス頭体の浮遊実験により、 ガラス転移温度から高温等張状 京大・エ

化’ て基礎的なデータを取得した。試料の 低温から溶融状態にいたる体積 態にいたるまでの体積変化を測定

最適加熱条件と試料寸法を調べ、温度 変化、微小重力下で発生した気 する。

． 計測寸法や回転加熱方法について検討 泡の挙動を観察した。ガラス転 ・

する他、計算機によるシミュレーシ白 移温度付近での急激な体積増加

ンに必要な吸光度、熱伝導、熱放射率 を計算機実験と比較できた。

などの測定を行い、溶融ガラス球の画
’

像から熱膨脹曲線を算出するプログラ
ムを開発した。

飛行実験において、溶融ガラス球の
ノ　　　　　　’ 体積の温度変化を解析した。・

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

芦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【

、

’

1
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野　…　関連　）

開発項目：スペースシャ トルを利用した材料実験計画参加のための地上予備実験 （4／5） （研究）

う

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所 」

バ

　　　　　　　年度　　　　　　　⇔P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

A　　予算額

　　　　　、@　　｝　　　　　　　、

`平成年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画
最終　目　標 備　　　考

　　　　　て千円）　、

骨由来培養細胞の増殖・分

ｻ機能発現におよぼす微小
～

　微量試料に含まれる重力応答遺

`子の検出・同定の手法を開発す

　骨芽培養細胞を調製し、飛行実

ｱ試料とする。遺伝子の発現につ

　骨由来細胞の増殖・分化への微
ｬ重力の影響を細胞の超微構造、

東京医科歯科大学

重力の影響 、 るとともにく骨由来細胞の産出す いて対照試料と比較し重力に特異 酸素活性、遺伝子発現、細胞内情

るタンパクの細胞との結合性を調 的に応答する遺伝子を明らかにす 報伝達系などから調べ、骨形成へ

、 r べる。飛行実験に用いられる培養 る。 の重力の効果を解明する。
’

容器を用いて予備実験を行った。，

〆

き

微小重力課における魚の前
璽

　　　　「
O庭器を摘出した金魚の飼育方 前庭器を摘出した金魚を射場に

　　　　　　　　　　　　邑煖宸ﾌ姿勢・行動から微小重力 藤田保健衛生大学

庭順応機構の研究． 乱 法を確立し、金魚の視覚一前庭相 輸送して維持し、背光反応の記録 での適応過程及び1G環境への再

し

互作用の解析する装置の開発や微
ｬ重力への順応過程に関与する中

を行ったうえ、シャトルに搭：載す

驕B飛行中の背光反応及び飛行後

適応過程を解明する。宇宙酔いの

ｭ生機序及び前庭器の生理学的機

枢の組織学的検査などの予備実験 のその変化から適応過程を解析す 能を明かにする。

を進めた。　・ る。
’

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

@　　　　　　　3
’

宇宙におけるメダカの交尾． 形状・機能が飛行実験装置と同 メダカを射場で飼育維持し、搭 生殖行動への宇宙環境の影響を 東京大学

・産卵行動　　　　　　　’ 等なものを用いて、基礎的なデー 載する4匹を選抜する。飛行実験 明らかにし、長期の継代飼育によ

、夕を取得するとともに、打上げ延 装置での飼育条件に適応させる。 る宇宙実験の可能性を実証する。

期などの影響を言剰面した。餌や射 飛行中の行動を記録し、また飛行

場での飼育条件も確立した。 後の再順応を調べて解析する。
P

｝

乏

　　　LCモリの宇宙における産卵
～’　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

産卵を誘発するホルモン処理方 イモリを冬眠状態に維持しなが 宇宙でイモリを産卵させ、受精 宇宙科学研究所

及び受精卵の発生
ノ

法を適正化するとともに、打上げ ら射場に輸送し、搭：載試料の母集 卵の初期発生に及ぼす微小重力の

延期等に対応する方法を検討した。 団を選抜する。飛行実験試料及び 影響を明らかにする。

飛行後の試料の解析を準備した。 対照群について発生の進行や形成
r

r される組織を比較する。
ウ

｛

コ
～

2

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ 一
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野・… 関連）
、

開発項目：スペースシャ トルを利用した材料実験計画参加のための地上予備実験 （5／5） （研究）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

　　　　年度

¥算額
～平成年度実績

　　　　　、

ｽ成6年度計画
最終　目　標 　備　　　考

f

　　　　　（千円） ＼

宇宙環境における細胞性粘

ﾛの発生・分化

　野生型細胞性粘菌に加えて、D
mA損傷の修復機構に欠損のある
厲ﾋ性感受性株を宇宙実験で用い
驍ｽめに、突然変異種の作成と単

　射場において粘菌胞子及び大腸
ﾛ試料を調製し、飛行実験及び対

ﾆ実験を実施する。

　細胞性粘菌の増殖・細胞分化に
ﾎする宇宙放射線及び微小重力の
?p並びにそれらの複合的影響を
ｾらかにする。

奈良県立山科大学

離を行った。

馬、

’

¶

f

宇宙船内における重粒子線

ﾉよる四則計測とその生物

�ﾊ実験

　データ解析用プログラ拳を開発

ｵ、模擬的な信号を発生させて飛
s実験時の運用について検討した。

　飛行中に実時間でデータを取得

ｵ表示する。同時に搭載する線量
vの校正を行うほか、装置の雑音
ﾌ低下などを試みる。

　重粒子線の線量を実時間で計測

ｷる方法を開発し、放射線生物学
ﾉ新しい実験方法を提供する。

早稲田大学

1

電気泳動による線虫の染色

ﾌDNAの分離　　　　　． 　　　　　　　｝
A

　電気泳動条件を決定し、飛行実

ｱで要求される大量の実験試料の
ｲ製方法を確立した。染色体DN
`の高感度な検出方法を検討した。

　線虫を培養し、染色体DNAを
鰹oし飛行実験試料を調整する。

d気泳動により分離した試料を分
ﾍする。

　微小重力下で高濃度の染色体を

ｪ離する方法を確立し、遺伝子の
Xクリーニング技術の発達に寄与

ｳせる。

城西大学

、

多元系化合物半導体三巴の

ﾏ一分散・混合化

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ 　溶融資料の表面の酸化膜を除去

ｷる方法を確立し、模擬試料の融
�E結晶育成により丁丁・降温プ
鴻tァイルや試料組成などの飛行

　地上対照実験を行い、融液混合
ﾃ固過程に及ぼすマランゴニ対流、

ｪ子拡散の影響を明らかにし、飛
s実験試料と比較する。

　重量偏析の大きい多元系化合物

ｼ導体融液の均一分散・混合化を
}ランゴニ対流により促進する手

@を開発する。

早稲田大学

｝
実験の条件を定めた。

隻

吼

声　　　　　　　　r

C
く、

（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野 関連　）
汐

舗
．診

網

焼発項目：宇宙基地利用基礎実験 （1／4）　　（研究） 「

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

年
度
・

昭和63年度～平成4年度実績 平成5年度実績

　　　　　　♂

ｽ成6年度計画
予算額 1 最　終　目　標 備　　　考　

（
千
円
）
ノ

事項 565，250． 一　136，990． 136，990． 一

三次元速度場計測技術を開発する 微小重力下で液柱を形成し、温度 河村（東京理科大）

’

ために使用する流体の物性値を計 差を与えてマランゴニ対流の層流

　　駕
f

治し、液柱形成の予備実験を行う。 から周期流、乱流への遷移につい
て調べ、受動的方法による制御を

h 試みる。

球対称の定常触媒反応を実現する 高温白金球により微小重力下で予 河野（東大）

反応装置を試作し、白金触媒球の 混合気に点火し、触媒燃焼反応の

作成、懸垂方法を確立する。 機構を解明する。
書

o

溶液からの急速結晶成長について調 結晶形態と結晶生成条件の関係に 過飽和度をよく制御できる実白装 微小重力下での多面体結晶形態の 塚本（東北大）
馬 べるため、球晶を形成しやすい系を ついて明かにした。 置を開発するために、結晶成長セ 安定性を、その場観察によりカイ

、

えらび、針状結晶の成長速度の過飽 ル内の温度分布を測定する装置を ネティックな面から研究する。

和度依存性を調べた。 作成する。　　　　　　　，

ノ

、

氷の結晶形態の三次元的な解析方法 結晶の成長速度の小さいときに重 過冷却水を安定かつ制御された環 成長する氷結晶の形態変化及び結 古川（北大）

を確立した。 力が形態形成に及ぼす影響の臨き 境に保持する成長セルを開発し、 晶周辺の拡散場を定量的に測定し、

　　　’m いことを明かにした。 結晶の成長を観察する。 結晶の形態形成がどのような因子

L

、

し で支配されるかを明かにする。

デンドライト界面に向かい流れる融 　　　　毛居ｻ成長への凝固界面近傍の自然
　　ぐ
ｻの場観察可能な一方向凝固実験 機能性材料の開発に関連し、凝固 宮田（長岡科技大）

液流動を調べた。 対流による寄与を明かにした。 装置を試作する。 界面形態や微細組織を制御するた
めの界面安定性機構を解明する。

，

ヤ

」

酸化物超伝導体の融液成長について 酸化物超伝導体のモデル化合物に 小型ロケットによる実験を準備す 包晶反応を示す有機結晶合金をモ 栗林（宇宙研）

基礎的な実験を行った。 ついての包晶反応過程を観察する 　　　　　　　　、驍ｽめに、実験装置の制御系や試 デルとし、高高流下で凝固界面近

顕微干渉計を製作した。 作セルを製作する。 傍の温度、濃度分布を測定して包
晶反応の機構を明かにする。

」

非混合合金モデルを用い、非混合領 非混合合金モデルの凝固綿織につ 地上で相分離する非混合合金の加。 偏晶系合金の冷却過程では液相の 茂木（千葉工大）

域において分離する液相の挙動を観 いて詳しく調べた。 熱冷却過程を透過X線で調べ、観 密度差に起因して相分離し、不均
察した。

画 察に適した合金を見いだす。 一な組織が作られる。微小重力環
’

蟹う 境において凝固組織制御技術を開

；

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛 発し、機能性材料を得る。 宝

圃

C
一187一
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（宇宙環境利用、・有人宇宙活動の分野　　　　　　　　　　　卜 …二連）　　　、

開発項目：宇宙基地利用基礎実験 （を／4），（研究）

研究機関名湯：文部省宇宙科学研究所

　　　　　年度　　　　　　　　辱

¥算額

　　　　㌧@　　　　　　　　ノ　　協
ｺ島63年度～平成4年度実績 、　平成5年度実績

重　　　’

@平成6年度計画 ’　最終　目　標 　
備
　
　
　
考
ノ

（千円）

事項 ，

r

」

微小重力下でのGaSbのブリッジマン
ｬ長について試料アンプルの処理な
ﾇについて研究してきた。回収型衛ζ星での実験により、高品位の結晶を

宇宙で得られた結晶の欠陥密度な

ﾇの評価を行った。

微小重力を模擬できる装置により

�ﾚ触で結晶を成長させ、得られ
ｽ結晶の質を評価する。

微小重力状態でGaSbの結晶を成長
ｳせ、無双深閑成長と結晶性の関
Wを調べ、高品位の化合物半導体
居ｻを得る基礎的な知識を得る。

西永（東大）

告

得た。

赤外光を甫いた顕微干渉計を試作し、

kPE成長において固液界面での輸
洛ｻ象について研究してきた。

顕微干渉計により凝固界面の形態

�ﾏ察した。

　　　　　　　　　　3�ｬ重力下における化合物半導体
ﾌ溶液成長過程を模擬する磁場印
ﾁ装置を用い、溶液成長への液相
?ﾌ流れの影響を明かにする。

半導体結晶の溶液成長において界

ﾊ形態を不安定化させ組成分布の
s均一をもたらす液相中の流れを
�ｬ重力下で制御し、界面の安定

稲富（宇宙研）

L
㍉

化について定量的な知見を得る。

ρ
’

金属合金の拡散実験を行う上で最

Kのセル材料を選択し、試料加熱

液体金属合金系について、重力対

ｬのない条件で拡散係数の温度依

伊丹（北大）

㍉「　　　　　　　　　　　、　P

@　！
@　　　　　　　　’　「

冷却時の試料内温度分布や流動分

zを推定する。

存性や同位体効果の実験的研究を
sい、高度な理論解析を実施する。

　　　　　　　　’
C　　　　　　　　　　　　P

f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

’
種々の安定ラジカルを置換基とす
驛hナー及びアクセプ三一を有機

特異的な結晶構造を持つ有機電荷
ﾚ動錯体について良質な結晶を微

安西（姫路工大）

溶媒に溶解し、その安定性につい 無重量下で作成する。

㍉
て評価する。

，　　　　　　し　　　　　　　　　　　　馬

短秒時の零丁重力条件で金属の丁丁

ｽ応を行い、イオンの拡散速度や電
ﾍ金属の成長形態について明かにし
ﾄきた。

　　　　　　　　　　　　「熨ｮの電析反応に関わる重力の効

ﾊを解析した。

結晶の成長速度やイオンの表面濃

xや濃度勾配を測定するシステム
ﾌ開発を進める。　　　　　　　　　　　　　f

微小重力課に置いて電気科学的反
桙ﾉよる気泡発生や三三反応に伴
､イオンの移動速度を解析し、電
C化学プロセッシングへの理解を　　F

[める。

福中（京大）

@　　　　　　　　、

脚

，

非定常電気化学法により拡散係数 高温三体の拡散係数を対流のない 山村（東北大）

∫

ピ

を計測する最適条件を見出だす。 状態で計測する。

1　　㍉

微小重力に対して遊泳単細胞生物の

ｦす反応を落下棟などにより調べ、

V泳行動が外液の比重やCaイオン
Z度に影響を受け、重力への反応に
ｶ理的な機構が関与することを見出

重力への反応に関与する生理的な

@構について詳しく解析した。

@　　　　　　　r

過重力環境下で連続的に単細胞生

ｨの行動を観察する培養装置を開
ｭし、重力加速度環境や流体力学
I環境を系統的に変化させたとき
ﾌ行動の変化を調べる。

遊泳単細胞動物を微小重力下で長
條ﾔ培養iし、重力に対する生理的

ｽ応や増殖率の変化を調べ、細胞
激xルでの重力環境への適応現象

��ｾする。

村上（浜松医大）　、

した。 「

C （為

3
ひ電》

勢
縄

（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野　∴　関連　）

開発項目：宇宙基地利用基礎実験 （3／4）　　（研究）
研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

年
度
’
　
　
　
　
　
　
亀

昭和63年度～平成4年度実績 平成5年度実績

　　　　　　　A

ｽ成6年度計画
予算額’

「

髄
最終　目　標 備　　　考

（千円）

事項
　　　　　　　’■

ツメガエルの培養細胞株をいくつか ツメガエルの培養細胞株のそれぞ ツメガエルの培養細胞を増殖分化 両生類の培養細胞の細胞分化や形 浅島（東大）
ノ

樹立し、略二心分化を支配する因子を れに特徴的な形態と細胞分化があ させ細胞接着因子を調べ、これと 態形成を微小重力下で行わせ、宇

見出した。　　　　　　　， ることを明かにした。 形態形成の関係を調べる。 遺伝し発現や有用物質の生産につ

”

いてみる。

遊泳単細胞動物であるゾウリムシの 単細胞生物の重力感知機構につい ゾウリムシのクローン寿命を反映 宇宙での長期滞在が生体寿命に及 最上（お茶大）

重力環境が変化した際の行動につい て実験的また理論的研究を進めた。 するパラメータとして自家接合周 ぼす効果を細胞のクローン寿命の
て記録し、解析した。　　　　　　　’ 期を測定する方法を開発する。 変動の解析により明かにする。

1
’

、

宇宙においてアマガエルの行動実験 宇宙でカエルの示す行動や姿勢と 種々のカエルについて飼育条件や 両生類無尾目の幼生、成体につい 黒谷（宇宙研）

を実施したほか、関連する地上実験 動揺病との因果関係を調べた。 受精卵を得る方法を検討し、加速 て生息場所や発生段階に応じて微

を行った。 度刺激への応答を調べる。’ 小重力下で示される行動、姿勢が

’

どのように変化するかを調べ、宇
宙酔いとの関連を検討する。

ノ

」

“

〆

無限増殖能を保有している細胞株 宇宙放射線による発癌のリスクに 池永（京大）
－ についてコロニー形成率を調べ癌 ついて基礎データを取得するため

化した細胞の混在率の低い細胞株 に、ヒト培養細胞を宇宙放射線に

を選び出す。 曝露し癌遺伝子群や癌抑制遺伝子
の変化などを解析する。

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

’　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　　　　　　　「　　「

牌

lML－2などで、宇宙での培養 マウスより骨髄細胞を摘出し、搭 長期宇宙飛行に伴う免疫造血機能 三井（東京医科歯科大）
〆 曳

、
1

細胞を用いた実験を実施してきた。 三型の細胞培養器で長期培養し、 低下及び穂ね退社以上の機構を解
ρ昏

@ガ　　　　　　　　　　　　昏

@　　　5
その細胞変化などを観察する。 明するために、特定の遺伝的改変

��ｯたマウスの骨髄細胞を培養

　，n

f

重力の影響を明かにする。
’

、／

筋細胞を培養し、細胞の形態や抗重 ストレッチ培養法により筋細胞を ストレッチ培養器を直接顕微観察 抗重力筋の伸展が萎縮に関してい 跡見（東大）

力筋に特異的なタンパクの発現を解 培養し、細胞の形態や特異的な夕 する装置を開発し、連続して細胞 るのか、あるいは、重力の筋細胞

8　　　　　， 供してきた。　　　　　・・ ンパクの発現を調べた。 の形態等を培養中に観察する。 への直接的な影響があるのかを、
「 亀 微小重力下で培養した筋細胞の細

／

胞骨格及び遺伝子発現の解析から
F

く 5

明かにする。

’

ご

、

し

C 一189一
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野 …　関連）

開発項目：宇宙基地利用基礎実験 （4／4）　　（研究）
研究機関名等：文部省宇宙科学研究所 ／

年度
昭和63年度～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

最終　目　標 備　　　考
予算額 　　　　冗 メ

（千円）

事項
’

疑似的な微小重力環境あるいは過重
ﾍ環境下での植物の成長過程の変化
ﾉついて実験してきた。

細胞壁の性質や植物ホルモ，ンの代

ﾓが重力環境の変化に応じて大き
ｭ変化することを示した。．

植物試料を選定し、培養条件を定

ﾟる。

宇宙環境で植物を生育させ、植物
zルモンのレベルや細胞壁の力学
I・化学的性質の変化を解析し、

ｬ長調節における重力の役割を理

保工（大阪市大）

解する。　，

～

ウリ科植物に特有なペグ形成とその
`成位置が、重力により制御されて
｢ることを、疑似的な微小重力実験

ﾅ明かにしてきた。

植物の形態形成に及ぼす種々の環

ｫ要因を調べた。

二軸のクライノスタットによる疑

濫�ｬ重力実験を実施しペグ細胞
ﾌ発達や過重力への反応を調べる。

重力により支配されるオーキシン
ﾌ移動がペグ細胞の発達に関係し
ﾄいることを微小重力環境下で検
ﾘし、その重力反応機構を細胞分
qレベルで解明する。

高橋（東北大）

、

重力感受組織を特定するために角

x追従型クライノスタットを開発

ｷる。

高等植物の根の重力感受機構を明

ｩにするために、野生種及び突然
ﾏ異種を用いて電場及び微小重力

石川（杏林大）

「 への応答を調べる。

ρ

｝

3－Dクライノスタットや水浸法
�pいて疑似的微小重力環境での
A物の成長について研究してきた。

微小重力下での高等植物の生活環

�､究するために適したシロイヌ
iズナの系統を選び出し、その培
{条件を検討する。

　　　1A物の生活環が微小重力環境によ
閧ﾇのように営まれるかを調べ、
ｻの背景となる生理活性、代謝、

ﾗ胞微細構造の辺かから植物の生
?ﾂ調節における重力の役割を明

神阪（大阪市大）

‘ かにする。

o

結晶化技術について確立する。 NADH一チトクロームb5還元
y素の大型結晶を作成レ、結晶生

高野（摂南大）

’

謄

成プロセスを顕微観察する。

’

劉

〆

！

～
！

「

’

二
，

c てこ》

欝

餐強
．多

義

（宇宙輸送の分野　…　関連　）

開発項目 ：液水エンジン開発の基礎研究　　（1／2） （研究）

～研究機関三等： 　　　　　　　　　　　　　　、ｶ部省宇宙科学研究所

年度
●　　51　～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

予算額
’

最終　目　標 備　　　考

　　　（千円

3，843，850． 92，704． 106，000．

システム 55年度にアトン級エンジン、56年 平成5年度からスペースプレーンの 今年度は昨年能代ロケット実験場に ATRエンジンを試作してその実

にアトン級ステージ、および10トン 実際の飛行環境をシミュレーションし 設置した空気供給装置に空気加熱装 用化の可能性を試験によって確認

一

エンジン試験に成功し、57年度に10ト　　　　　　　　　　　　　　　　昌

搭宴Xテージ試験に成功し、51年から
た高温・高速の空気流の中でATRエ
塔Wンを試験し、その性能・機能を評

を附加し、1200Kの高温空気を供給で
ｫる装置が完成する。

ることが最終目標である。

@実証試験は次の3段階に分けて行

　’A
行ってきた第一期計画の所期の目的を
B成した。

価する第2段階に入ったが、当初の言
謔�ｽ少変更し、風洞を用いた試験は

　9月には高温空気供給装置で、液｛

?fを冷媒にしたプリクーラーの試

う。

iD地上・静止状態における試験

59年度より更に高性能な液水工ンジ 必要最低限に留め、できるだけ早く を実施する計画である。 （2）高温・高速（マッハ5程度）の

ンの開発を目指して開発研究を開始し 3段階の飛行試験に進む計画を検討し 員月には、ATRエンジンに用いる 風洞を用いた試験

た。ここでは熱交換器を燃焼室内に曇 た。　　　　　　　、 計画の可変プラグノズルに関する基 （3）有翼飛翔体等を用いた実際の飛

けた高燃焼圧のエキスパンダーサイク 高速飛行時のATRエンジン燃焼ロロ 的な試験を実施する予定である。 行試験

ル・エンジンの実用化のための研究 やプリクーラー等の要素試験を行うた 炭素・炭素複合材を用いたチップタ 平成4年度までは第一段階にあり、

行った。 め流量1kg／sの空気を供給する装置を 一ビンディスクの開発研究では、実、 平成5年度から第二段階に入る。

辱

62年度にはエキスパンダーサイクワ

Eエンジンを完成し、長時間燃焼試
能代ロケット実験場に増設した。こ

�pいた燃焼器の試験を9月及び11月

の形状に近いモデルを試作し、スピン
j壊試験を実施する予定である。 ATRエンジンシステムの開発

や再着火試験等を実施し、実用エンジ に実施した。　　　，
可変エアーインテークに関する風1・　　　　　　　　　　　’ 究を支援する上で必要な試験設備の

ンを設計できる有用なデーターを得た プリクーラーを設けたエアーインチ 試験を引続き実施する予定である。 研究、各種の計算コードの開発及

63年度から将来のスペースプレーン 一ク、軸対称型の可変エアーインテー 炭素・炭素複合材やセラミック等の

の推進システムに用いられるエアータ ク及び飛行試験機（FTB）とATRエン 高温・高比強度材を用いた精密部品

一ボラムジェット（ATR）の開発 ジンとの空力干渉を評価する試験を （ファン、タービン等）の製造技補

究を開始した。63年度にはATRエン 模原キャンパスの超音速風洞を用いて の基礎開発研究を行う。

ジンの基本設計を行い、能代ロケット 行った。

実験場にATRエンジン試験設備を。 炭素・炭素複合材を用いたチップタ
記した。 一ビンディスクを試験するためのスビ

「

平成元年から4年に実用エンジン ン試験装置を相模原キャンパスに設
約1／4サイズのATREX－500エンジン した。タービンディスクのスピン破

試作し、能代ロケット実験場で地上・ 試験を行い、有用なデーターを得た。

静止状態において30回の燃焼試験を タービン・ファン翼の成形及びディス
、

施した。試験の結果、ATRエンジン クとの接続に関する解析・要素試験を ＼

はシステムとして正常に運転できるこ 行った。

と、及び計画した性能をほぼ満足する ATRエンジンの飛行試験のため
ことを確認した。 計画の立案を開始した。

エンジンの燃焼試験と平行して、夕
伊

一ビン及びファンに炭素・炭素複合
を応用する開発研究を行い、また、 、

r リクーラ』を備えたエアーインチ7ク
ﾌ風洞試験を実施した。

C
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（宇宙輸送の分野 関連）

開発項目
：疑雲エンジン開発の基礎研究’ i2／2） （研究）

’

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

　　年度

¥算額
51　～平成4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画

最　終　目　標 備　　考

（千円

事項

システム 平成4年度でATRエンジン開発
第1期計画を終了した。　　　　　　　　　　　　へ

「

F

！

〆 、

、

A
」

、

1

＼

ρ

電

に
、

C
ξ0

3
、載》

鐙

項 目：運輸多目的衛星関連施設整備（関連経費による推進事項） ～

、

、

実施機関：運輸省航空局
、

噛

年度 平成　年度～4年度実績 平成5年度実績 平成6年度計画
予算額（千円） 最　終　目　標 備　考

事項 3，004，000

L

航空地球一等の整備 航空衛星システムの構
1 築により、管制通信機能

ノ　， 及び航空機監視機能の大
炉

幅な改善並びに衛星航法

ノ
1

機能の導入を図り｛洋上
1 空域等での航空交通の安

ノ

全性、交通容量を格段に
己

｛ 向上、拡大させる。
5

F

」ρ

i

「

、 ノ

一

、

2

，

旨　　　　’
の　，

チ

亀

！

～

，

、　　　　　　，
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項 目：航空におけるGP Sの利用に関する研究 （研究）
実施オ幾 関＝電子航法研究所

年度 平成4年度実績 平成5年度：実績 平成6年度計画

予算額（千円） 9，214 9，951 22，992 最終目標　　　’ 備　考

事項
、

1

（1）GPSオーバーレイの （1）GPS信号発生装置信 （1）GPS信号発生装置遅 静止衛星を介してGPS信
システム設計を行い、遅 号発生部の試作・評価お 延補正部および周波数変 号を伝送する方式（GPS

延補正制御アルゴリズム
ﾌ検討と信号制御プログ
宴?ﾌ作成および遅延補

よびシミュレーションに
K要な鹿島にある地上局
ﾀ験装置の遅延時間の測

換装置を試作し、4、5
N度に試作した装置と改
ﾇした信号制御プログラ

オーバーレイ）について、

M号監視装置および信号制
苟葡u等の試作、信号伝送

正制御シミュレーション
pのプログラムの作成を

定を行った。 ムを組み合わせて機能評

ｿ実験を行う。

シミュレーションならびに
q星を利用した信号伝送実

行った。 （2）4年度に作成したプロ 験を行うことにより、GP

炉 グラムと試作装置を用い （2）RFコンバータの試作 Sオーバーレイの技術開発

（2）信号監視用受信機と信 て、信号制御シミュレー ・評価を行う。 を行う。

号制御装置を試作した。 ションを行い、’信号制御

、 o

プログラムを改良した。

（3）信号制御プログラムの
パラメータを決めるため“

のGPS信号の測定を行
い、基礎データ取得を行
つた。
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項’　目　　　　　： 衛星データリンクの研究 （研究）

実施機関　　　　： 電子航法研究所

年度 7　懸

　’
¥勤二額

平成2年度～4年度
ﾀ績

平成5年度実績 平成6年度計画

’

最終目標 備考

（千円）

684，900 253，800 241，100
事項

衛星データリンク実 前年度に引続き、詫 複数の航空機を模擬 インマルサット（国際海事衛星機構）

験用機上設備、地上 ンマルサット地球局 するための擬似航空 の衛星を利用して、衛星データリン

設備ノ（ADS表示装 衛星通信装置を製作 機地球局を製作し、 クに関する飛行実験を行い、洋上に
置を含む）、インマ するとともに、当所 インマルサット地球 おける航空機の管制に衛星経由のデ

ルサッお地球局衛星 の実験：用航空機B9 局衛星通信装置に接 一三リンクを利用する技術を開発す

通信装置及び通信網 9を用いてADS及 即するとともに、管 るとともに、その成果をICAO（国
性解析装置を製作し び管制データ通信の 三三の参加を得て当 際涯問航空機関）に報告し、衛星デ

た。衛星データリン 飛行実験を行った。 所の実験用航空機B 一タリンクの技術基準制定に寄与す
ク実験用機上設備を 99を用いたADS る。　　　　曜
当所の実験用航空機 及び管制データ通信

B99に搭載した後 の飛行実験を行う。

ADS及び管制デー
タ通信の基本特性を
測定する飛行実験を

、

行った。　、

’
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